
(57)【要約】

【課題】　長軸および短軸を有する外形が略楕円形、ト

ラック形もしくは長方形といった幅が狭い細長形状振動

板であっても、音圧周波数特性上のピーク・ディップが

少なく、再生音質に優れたスピーカー振動板およびスピ

ーカーを提供する。

【解決手段】　スピーカー振動板は、振動板の外周側で

エッジと接合するエッジ接合部と、エッジ接合部の内周

側に設けられてボイスコイルと接合する振動板部と、を

有し、振動板部が、エッジ接合部を含む平面として規定

される仮想基準平面を有し、仮想基準平面と交差する線

として規定される複数の節線ならびに仮想基準平面から

の距離が極大になる点を結んだ線として規定される複数

の稜線を有する波形状を備え、複数の節線が、振動板の

長軸と非平行で交差せず、かつ、振動板の短軸と交差す

る。

【選択図】　図１

JP 2007-180910 A 2007.7.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 外 形 が 略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も し く は 長 方 形 の ス ピ ー カ ー 振 動
板 で あ っ て 、
　 該 振 動 板 の 外 周 側 で エ ッ ジ と 接 合 す る エ ッ ジ 接 合 部 と 、 該 エ ッ ジ 接 合 部 の 内 周 側 に 設 け
ら れ て ボ イ ス コ イ ル と 接 合 す る 振 動 板 部 と 、 を 有 し 、
　 該 振 動 板 部 が 、 該 エ ッ ジ 接 合 部 を 含 む 平 面 と し て 規 定 さ れ る 仮 想 基 準 平 面 を 有 し 、 該 仮
想 基 準 平 面 と 交 差 す る 線 と し て 規 定 さ れ る 複 数 の 節 線 な ら び に 該 仮 想 基 準 平 面 か ら の 距 離
が 極 大 に な る 点 を 結 ん だ 線 と し て 規 定 さ れ る 複 数 の 稜 線 を 有 す る 波 形 状 を 備 え 、
　 該 複 数 の 節 線 が 、 該 振 動 板 の 該 長 軸 と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 該 振 動 板 の 該 短 軸 と 交
差 す る 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 複 数 の 節 線 が 、 該 振 動 板 の 前 記 長 軸 に 対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る 、 請 求
項 １ に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 複 数 の 節 線 が 、 該 振 動 板 の 前 記 長 軸 に 対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る 第 １ の
節 線 と 第 ２ の 節 線 と を 含 み 、 該 第 １ の 節 線 と 該 第 ２ の 節 線 と の 前 記 短 軸 方 向 に お け る 離 間
距 離 が 、 該 短 軸 上 で 最 も 短 く 、 該 長 軸 方 向 の 該 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う に つ れ て 長 く な る
、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う ち 前 記 仮 想 基 準 平 面 に 投 影 し た 場 合 に 前 記 長 軸 上 に そ の
投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 該 稜 線 を 除 く 該 複 数 の 稜 線 が 、 該 振 動 板 の 該 長 軸 と 非 平 行 で 交 差
せ ず 、 か つ 、 該 振 動 板 の 該 短 軸 と 交 差 す る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の ス ピ ー カ
ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う ち 前 記 仮 想 基 準 平 面 に 投 影 し た 場 合 に 前 記 長 軸 上 に そ の
投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 該 稜 線 を 除 く 該 複 数 の 稜 線 が 、 該 振 動 板 の 前 記 長 軸 に 対 し て 線 対
称 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う ち 前 記 仮 想 基 準 平 面 に 投 影 し た 場 合 に 前 記 長 軸 上 に そ の
投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 該 稜 線 を 除 く 該 複 数 の 稜 線 が 、 該 振 動 板 の 前 記 長 軸 に 対 し て 線 対
称 に 配 置 さ れ る 第 １ の 稜 線 と 第 ２ の 稜 線 と を 含 み 、 該 第 １ の 稜 線 と 該 第 ２ の 稜 線 と の 前 記
短 軸 方 向 に お け る 離 間 距 離 が 、 該 短 軸 上 で 最 も 短 く 、 該 長 軸 方 向 の 該 振 動 板 部 の 端 部 に 向
か う に つ れ て 長 く な る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 前 記 複 数 の 節 線 な ら び に 前 記 複 数 の 稜 線 を 有 す る 前 記 波 形 状 が 、 前 記 短
軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 前 記 長 軸 か ら の 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 余 弦 関 数 も し く は 正 弦 関 数 に
よ り 規 定 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 振 動 板 部 の 前 記 複 数 の 節 線 な ら び に 前 記 複 数 の 稜 線 を 有 す る 前 記 波 形 状 が 、 前 記 短
軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 前 記 長 軸 か ら の 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 振 幅 関 数 と 、 前 記 余 弦 関 数 も
し く は 正 弦 関 数 と の 乗 算 値 に よ り 規 定 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 前 記 ス ピ ー カ ー 振 動 板 を 備 え る 、 ス ピ ー カ ー 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 平 面 振 動 板 や 浅 い コ ー ン 型 振 動 板 の よ う に そ の 全 高 が 低 い ス ピ ー カ ー 振 動 板
お よ び こ れ を 用 い た ス ピ ー カ ー に 関 し 、 特 に 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 外 形 が 略 楕 円 形 、
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ト ラ ッ ク 形 も し く は 長 方 形 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 、 な ら び に 、 こ の ス ピ ー カ ー 振 動 板 を 備 え
る ス ピ ー カ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 映 像 な ら び に 音 声 を 再 生 す る デ ィ ス プ レ イ 装 置 等 に 用 い ら れ る ス ピ ー カ ー で は 、 主 に 映
像 を 投 影 す る 画 面 部 を 大 き く 確 保 す る た め に 、 ス ピ ー カ ー の 振 動 板 の 外 形 や 、 そ の 構 造 に
制 約 が あ る 場 合 が あ る 。 具 体 的 に は 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 画 面 部 分 の 周 囲 に は 、 ス ピ ー カ
ー を 取 り 付 け る バ ッ フ ル 部 分 が 幅 広 く 確 保 で き な い の で 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 外 形 が
略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も し く は 長 方 形 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 （ 以 下 、 細 長 形 状 振 動 板 と い う
） を 用 い た 正 面 か ら 見 た 場 合 に 細 長 い 形 状 の ス ピ ー カ ー が 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 用 さ れ る 円 形 コ ー ン 型 振 動 板 の ス ピ ー カ ー に 比 較 し て 、 細 長 形 状 振 動 板 の ス ピ ー カ ー
で は 、 細 長 形 状 振 動 板 の 強 度 不 足 （ 特 に 、 細 長 い 長 手 方 向 の 強 度 不 足 ） の た め に 共 振 が 発
生 し や す く 、 そ の 結 果 、 音 圧 周 波 数 特 性 に ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 出 現 し て 、 再 生 音 質 の 低 下
を 招 く こ と が あ る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 幅 が 狭 い 細 長 形 状 振 動 板 で は 、 全 高 が 高 い 、
つ ま り 深 さ が 深 い コ ー ン 形 状 を 形 成 す る の に 限 界 が あ る た め 、 コ ー ン 形 状 と は 異 な る 形 状
で 強 度 が 確 保 さ れ た 細 長 形 状 振 動 板 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 に は 、 長 手 方 向 の 異 常 振 動 を 抑 制 す る よ う に 、 ト ラ ッ ク 型 振 動 板 を 音 が 放 射 す る 方
向 に 凹 凸 状 に 連 続 的 に 湾 曲 さ せ る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 従 来 に は 、 平 面 振 動
板 の 全 体 に リ ブ な い し 凹 凸 を 設 け る 、 も し く は 、 波 形 状 に 加 工 す る こ と で 、 こ れ ら の 平 面
振 動 板 を 細 長 形 状 振 動 板 と し て 用 い た 場 合 に も 、 平 面 振 動 板 の 強 度 を 確 保 し て 共 振 を 減 少
さ せ 、 ス ピ ー カ ー の 音 圧 周 波 数 特 性 を 平 坦 に し て 、 再 生 音 質 の 向 上 を 図 ろ う と す る も の が
あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ５ ２ ９ ４ 号 公 報 　 （ 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ５ ０ － ９ ４ ０ 号 公 報 　 （ 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 細 長 形 状 振 動 板 で は 、 再 生 音 質 の 向 上 を 図 る 点 で 不 十 分 な 点 が あ
っ た 。 長 手 方 向 の 異 常 振 動 を 抑 制 す る た め に 長 手 方 向 に リ ブ な い し 凹 凸 を 設 け る と 、 細 長
形 状 振 動 板 の 強 度 が 上 が っ て も 音 圧 周 波 数 特 性 に 大 き な ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 消 え な い 場 合
が あ り 、 再 生 音 質 の 低 下 を 招 く こ と が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 技 術 が 有 す る 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目
的 は 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 外 形 が 略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も し く は 長 方 形 と い っ た 幅 が
狭 い 細 長 形 状 振 動 板 で あ っ て 、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 少 な く 、 再 生 音 質
に 優 れ た ス ピ ー カ ー 振 動 板 お よ び ス ピ ー カ ー を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 外 形 が 略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も
し く は 長 方 形 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 で あ っ て 、 振 動 板 の 外 周 側 で エ ッ ジ と 接 合 す る エ ッ ジ 接
合 部 と 、 エ ッ ジ 接 合 部 の 内 周 側 に 設 け ら れ て ボ イ ス コ イ ル と 接 合 す る 振 動 板 部 と 、 を 有 し
、 振 動 板 部 が 、 エ ッ ジ 接 合 部 を 含 む 平 面 と し て 規 定 さ れ る 仮 想 基 準 平 面 を 有 し 、 仮 想 基 準
平 面 と 交 差 す る 線 と し て 規 定 さ れ る 複 数 の 節 線 な ら び に 仮 想 基 準 平 面 か ら の 距 離 が 極 大 に
な る 点 を 結 ん だ 線 と し て 規 定 さ れ る 複 数 の 稜 線 を 有 す る 波 形 状 を 備 え 、 複 数 の 節 線 が 、 振
動 板 の 長 軸 と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 振 動 板 の 短 軸 と 交 差 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 節 線 が 、 振 動 板 の 長 軸 に
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対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 節 線 が 、 振 動 板 の 長 軸 に
対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る 第 １ の 節 線 と 第 ２ の 節 線 と を 含 み 、 第 １ の 節 線 と 第 ２ の 節 線 と
の 短 軸 方 向 に お け る 離 間 距 離 が 、 短 軸 上 で 最 も 短 く 、 長 軸 方 向 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う
に つ れ て 長 く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う ち 仮 想 基
準 平 面 に 投 影 し た 場 合 に 長 軸 上 に そ の 投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 稜 線 を 除 く 複 数 の 稜 線 が 、
振 動 板 の 長 軸 と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 振 動 板 の 短 軸 と 交 差 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う ち 仮 想 基
準 平 面 に 投 影 し た 場 合 に 長 軸 上 に そ の 投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 稜 線 を 除 く 複 数 の 稜 線 が 、
振 動 板 の 長 軸 に 対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う ち 仮 想 基 準 平 面
に 投 影 し た 場 合 に 長 軸 上 に そ の 投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 稜 線 を 除 く 複 数 の 稜 線 が 、 振 動 板
の 長 軸 に 対 し て 線 対 称 に 配 置 さ れ る 第 １ の 稜 線 と 第 ２ の 稜 線 と を 含 み 、 第 １ の 稜 線 と 第 ２
の 稜 線 と の 短 軸 方 向 に お け る 離 間 距 離 が 、 短 軸 上 で 最 も 短 く 、 長 軸 上 の 振 動 板 部 の 端 部 に
向 か う に つ れ て 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 節 線 な ら び に 複 数
の 稜 線 を 有 す る 波 形 状 が 、 短 軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 長 軸 か ら の 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 余 弦
関 数 も し く は 正 弦 関 数 に よ り 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 節 線 な ら び に 複 数
の 稜 線 を 有 す る 波 形 状 が 、 短 軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び 長 軸 か ら の 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 振 幅 関
数 と 、 余 弦 関 数 も し く は 正 弦 関 数 と の 乗 算 値 に よ り 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー は 、 上 記 の い ず れ か の 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 外 形 が 略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も
し く は 長 方 形 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 で あ っ て 、 振 動 板 の 外 周 側 で エ ッ ジ と 接 合 す る エ ッ ジ 接
合 部 と 、 エ ッ ジ 接 合 部 の 内 周 側 に 設 け ら れ て ボ イ ス コ イ ル と 接 合 す る 振 動 板 部 と 、 を 有 す
る 。 振 動 板 部 は 、 外 周 側 の エ ッ ジ に 支 持 さ れ 、 内 周 側 の ボ イ ス コ イ ル か ら 駆 動 力 を 伝 達 さ
れ て 音 声 を 再 生 す る 。 こ こ で 、 振 動 板 部 は 、 複 数 の 節 線 な ら び に 複 数 の 稜 線 を 有 す る 波 形
状 を 備 え る 細 長 形 状 で あ っ て 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 エ ッ ジ 接 合 部 を 含 む 平 面 と
し て 規 定 さ れ る 仮 想 基 準 平 面 に 対 し て 、 上 下 に 波 う っ た 形 状 を 有 す る ス ピ ー カ ー 振 動 板 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 節 線 と は 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 が こ の 仮 想 基 準 平 面 と 交 差 す る 線
と し て 規 定 さ れ 、 上 下 に 波 う っ た ス ピ ー カ ー 振 動 板 の 高 さ の 上 下 を 分 け る 仮 想 線 で あ っ て
、 平 面 視 し た ス ピ ー カ ー 振 動 板 に 複 数 現 れ る 。 ま た 、 稜 線 と は 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 が こ の
仮 想 基 準 平 面 か ら の 距 離 が 極 大 に な る 点 を 結 ん だ 線 と し て 規 定 さ れ 、 波 う っ た 形 状 の ス ピ
ー カ ー 振 動 板 の 頂 （ な い し は 谷 底 ） を つ な い だ 仮 想 線 で あ っ て 、 こ れ ら は 平 面 視 し た ス ピ
ー カ ー 振 動 板 に 複 数 現 れ る と と も に 、 文 字 通 り に 波 う っ た 形 状 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 の 頂 の
部 分 （ 例 え ば 、 短 軸 に 平 行 な 断 面 に お い て 短 軸 方 向 の 微 分 値 が ０ に な る 点 を 連 ね て 形 成 さ
れ た 線 ） を 現 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る 細 長 形 状 振 動
板 で あ る の で 、 そ の 波 形 状 と は 、 仮 想 基 準 平 面 か ら の 高 さ ｚ が 、 短 軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び
に 長 軸 か ら の 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 余 弦 関 数 （ も し く は 正 弦 関 数 ） に よ り 規 定 さ れ 、 ま た 、
こ の 余 弦 関 数 に 短 軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 長 軸 か ら の 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 振 幅 関 数 を 乗 算
し た 値 で 規 定 さ れ る 形 状 で あ る 。 し た が っ て 、 短 軸 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 長 軸 か ら の 距 離
ｙ に よ り 滑 ら か に ス ピ ー カ ー 振 動 板 の 波 形 状 は 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 結 果 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 は 、 い わ ば 、 短 軸 方 向 の 波 形 状 の 凹 凸 の 間 隔 が 、
長 軸 方 向 に 向 か う に つ れ て 漸 次 的 に 変 化 す る よ う な 独 特 な 波 形 状 を 有 す る 。 つ ま り 、 本 発
明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 に お い て は 、 複 数 の 節 線 が 、 振 動 板 の 長 軸 と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か
つ 、 振 動 板 の 短 軸 と 交 差 す る と い っ た 特 徴 を 備 え 、 あ る い は 、 振 動 板 部 の 複 数 の 稜 線 の う
ち 仮 想 基 準 平 面 に 投 影 し た 場 合 に 長 軸 上 に そ の 投 影 線 が 重 複 す る １ 本 の 稜 線 を 除 く 複 数 の
稜 線 が 、 振 動 板 の 長 軸 と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 振 動 板 の 短 軸 と 交 差 す る 、 と い っ た 特
徴 を 備 え る 。 細 長 振 動 板 が 長 軸 と 短 軸 に 対 し て 軸 対 称 で あ る 場 合 に は 、 振 動 板 の 長 軸 に 対
し て 線 対 称 の 第 １ の 節 線 と 第 ２ の 節 線 と の 短 軸 方 向 に お け る 離 間 距 離 が 、 短 軸 上 で 最 も 短
く 、 長 軸 方 向 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う に つ れ て 長 く な る 。 ま た 、 同 様 に 、 振 動 板 の 長 軸
に 対 し て 線 対 称 の 第 １ の 稜 線 と 第 ２ の 稜 線 と の 短 軸 方 向 に お け る 離 間 距 離 が 、 短 軸 上 で 最
も 短 く 、 長 軸 方 向 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う に つ れ て 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 波 形 形 状 に ス ピ ー カ ー 振 動 板 を す る こ と に よ り 、 細 長 振 動 板 の 長 手 方 向 つ ま
り 、 長 軸 方 向 の 強 度 が 向 上 し 、 長 軸 方 向 に 分 割 共 振 が 生 じ る 共 振 周 波 数 を 高 い 周 波 数 に シ
フ ト す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 短 軸 方 向 の 波 形 状 の 凹 凸 の 間 隔 が 、 長 軸 方 向 に 向 か う に
つ れ て 漸 次 的 に 変 化 す る こ と で 、 長 軸 方 向 に 生 じ や す い 分 割 共 振 の 共 振 周 波 数 を 分 散 さ せ
る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 こ の 波 形 形 状 を 有 す る 細 長 振 動 板 を 用 い れ ば 、 音 圧 周 波 数 特
性 上 の ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 少 な く 、 再 生 音 質 に 優 れ た ス ピ ー カ ー が 実 現 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 お よ び こ れ を 用 い た ス ピ ー カ ー は 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る
外 形 が 略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も し く は 長 方 形 と い っ た 幅 が 狭 い 細 長 形 状 振 動 板 で あ っ て も
、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 少 な く 、 再 生 音 質 に 優 れ た ス ピ ー カ ー を 実 現 で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 お よ び こ れ を 用 い た ス ピ ー カ ー は 、 長 軸 お よ び 短 軸 を 有 す る
外 形 が 略 楕 円 形 、 ト ラ ッ ク 形 も し く は 長 方 形 と い っ た 幅 が 狭 い 細 長 形 状 振 動 板 で あ っ て も
、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 少 な く 、 再 生 音 質 に 優 れ た ス ピ ー カ ー を 実 現 す
る と い う 目 的 を 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 が 振 動 板 の 外 周 側 で エ ッ ジ と 接 合 す る エ ッ ジ 接 合 部 と
、 エ ッ ジ 接 合 部 の 内 周 側 に 延 設 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と 接 合 す る 振 動 板 部 と 、 を 有 し 、 振 動
板 部 が 、 エ ッ ジ 接 合 部 を 含 む 平 面 と し て 規 定 さ れ る 仮 想 基 準 平 面 を 有 し 、 仮 想 基 準 平 面 と
交 差 す る 線 と し て 規 定 さ れ る 複 数 の 節 線 な ら び に 仮 想 基 準 平 面 か ら の 距 離 が 極 大 に な る 点
を 結 ん だ 線 と し て 規 定 さ れ る 複 数 の 稜 線 を 有 す る 波 形 状 を 備 え 、 複 数 の 節 線 が 、 振 動 板 の
長 軸 と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 振 動 板 の 短 軸 と 交 差 す る よ う に す る こ と に よ り 、 実 現 し
た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ス ピ ー カ ー 振 動 板 お よ び こ れ を 用 い た ス ピ ー カ
ー に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に は 限 定 さ れ な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に つ い て 説 明 す る
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図 で あ る 。 図 １ は 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に つ い て の 斜 視 図 で あ り 、 細 長 形 状 の ス ピ ー カ ー
振 動 板 １ の 長 手 方 向 を ｘ 方 向 、 幅 が 狭 い 方 向 を ｙ 方 向 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ が 振 動 す る よ
う に 加 振 さ れ る 方 向 を ｚ 方 向 と し て い る 。 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 細 長 い ｘ 方 向 の 強 度 を
上 げ る よ う に 、 後 述 す る 式 に 基 づ い て 定 ま る ｚ 方 向 の 高 さ 分 布 ｚ （ ｘ 、 ｙ ） を 有 す る 全 体
的 に 波 打 っ た 形 状 に 成 形 さ れ て い る 。 図 １ の 斜 視 図 に お い て 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 表
か ら 見 て 中 央 の 長 手 方 向 に １ 本 の 凸 の 波 形 状 が 形 成 さ れ 、 そ の 両 脇 に 凹 の 波 形 状 が 形 成 さ
れ 、 さ ら に そ れ ら の 凹 の 横 に 凸 の 波 形 状 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 凹 凸 が 微 妙 に 変 化 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 含 浸 さ せ た 不 織 布 等 の 繊 維
を 含 む 基 材 を 熱 硬 化 さ せ て 形 成 し た 成 形 振 動 板 で あ っ て 、 例 え ば 、 基 材 は 、 無 機 繊 維 織 布
層 と 天 然 繊 維 不 織 布 層 と を 含 む 積 層 体 で あ り 、 熱 硬 化 性 樹 脂 は 、 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂
で 、 振 動 板 の 平 均 厚 み ｔ ＝ 約 ０ ． ３ ｍ ｍ で あ る 。 も ち ろ ん 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 本 実
施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 高 い 弾 性 率 と 適 度 な 内 部 損 失 を 有 す る 公 知 の ス ピ ー カ ー
振 動 板 を 形 成 す る 素 材 で あ れ ば 良 く 、 熱 可 塑 性 樹 脂 の フ ィ ル ム 材 を 成 形 し た ス ピ ー カ ー 振
動 板 で あ っ て も よ く 、 ま た は 、 抄 紙 に よ り 形 成 し た 紙 材 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 外 形 が ほ ぼ 長 方 形 の 矩 形 振 動 板 で あ り 、 長 さ Ｘ Ｌ に 対 し て 幅 Ｙ
Ｌ が 狭 い 細 長 形 状 振 動 板 で あ り 、 長 軸 Ｘ ０ と 短 軸 Ｙ ０ と を 基 準 と し て 線 対 称 な 形 状 を 有 し
て い る 。 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 そ の 外 周 側 で （ 図 示 し な い ） エ ッ ジ と 接 合 す る エ ッ ジ 接
合 部 ２ と 、 エ ッ ジ 接 合 部 ２ の 内 周 側 に 設 け ら れ て （ 図 示 し な い ） ボ イ ス コ イ ル と 接 合 す る
振 動 板 部 ３ と 、 を 有 す る 。 エ ッ ジ 接 合 部 ２ は 、 ｘ ｙ 平 面 上 に 規 定 さ れ る 仮 想 基 準 平 面 Ｐ （
図 １ お よ び 図 ２ 参 照 。 ｚ ＝ ０ の ｘ ｙ 平 面 。 ） に 含 ま れ る 平 面 、 言 い 換 え る と 、 ｘ ｙ 平 面 上
に 規 定 さ れ る 平 均 厚 み ｔ の 仮 想 平 面 の 一 部 か ら 構 成 さ れ て い る 。 （ 図 示 し な い ） 本 実 施 例
の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ を 用 い た ス ピ ー カ ー で は 、 振 動 板 部 ３ が 外 周 側 の エ ッ ジ に 支 持 さ れ
て 、 内 周 側 の ボ イ ス コ イ ル か ら 駆 動 力 を 伝 達 さ れ て ｚ 方 向 に 振 動 し 、 音 声 を 再 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ｘ ｙ 平 面 上 に 規 定 さ れ る 仮 想 基 準 平 面 Ｐ を 基 準 （ ｚ ＝ ０ ） に す る と 、 実 施 例 の 波 打 っ た
形 状 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 振 動 板 部 ３ の ｚ 方 向 の 高 さ 分 布 ｚ （ ｘ 、 ｙ ） は 、 長 さ Ｘ Ｌ ＝
２ ８ ４ ［ ｍ ｍ ］ 、 幅 Ｙ Ｌ ＝ ４ ４ ［ ｍ ｍ ］ で あ る 場 合 に 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 振 動 板 部 ３
の ｚ 方 向 の 高 さ ｚ ［ ｍ ｍ ］ が 、 ０ ≦ ｘ ≦ １ ４ ２ ［ ｍ ｍ ］ 、 か つ 、 ０ ≦ ｙ ≦ ２ ２ ［ ｍ ｍ ］ の
範 囲 、 つ ま り 、 長 軸 Ｘ ０ と 短 軸 Ｙ ０ と で 区 切 ら れ た ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 約 １ ／ ４ の 範 囲
に お い て 以 下 の 数 式 で 定 め ら れ 、 記 号 で 記 し た 各 定 数 に は 、 数 値 例 の 値 を 代 入 す る 。 な お
、 － １ ４ ２ ≦ ｘ ＜ ０ ［ ｍ ｍ ］ 、 な ら び に 、 － ２ ２ ≦ ｙ ＜ ０ ［ ｍ ｍ ］ の 範 囲 、 つ ま り 、 他 の
約 ３ ／ ４ の 範 囲 に お い て は 、 ０ ≦ ｘ ≦ １ ４ ２ ［ ｍ ｍ ］ 、 か つ 、 ０ ≦ ｙ ≦ ２ ２ ［ ｍ ｍ ］ の 範
囲 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 形 状 を 、 長 軸 Ｘ ０ な ら び に 短 軸 Ｙ ０ に 対 し て 線 対 称 と し た 形 状 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ｚ （ ｘ 、 ｙ ）  =（ ｃ ６ ＊ ｘ +ｃ ０ )
＊  ( 1－ ｙ ／ ｃ ３ ＊ ｃ ４ )
＊ Ｃ ｏ ｓ  [２ ＊ π ＊ ｙ ＊ ｃ ２ ／ （ （ ｃ ４ ＊ ｘ ＋ ｃ １ ）
+ (ｃ ３ － （ ｃ ５ ＊ ｘ ＋ ｃ １ ） )／ ｃ ３ ＊ ｙ ）   ]　  
【 ０ ０ ３ １ 】
項 目 　 　 　 　 　 　 　 記 号 　 　 数 値 例
初 期 振 幅 　 　 　 　 　 ｃ ０ 　 　 　 ５
初 期 周 期 　 　 　 　 　 ｃ １ 　 　 ５ ０
周 期 倍 率 　 　 　 　 　 ｃ ２ 　 　 　 １ ． ２ ５
短 径 の １ ／ ２ 　 　 　 ｃ ３ 　 　 ２ ２
周 期 変 化 率 　 　 　 　 ｃ ４ 　 　 　 ０ ． ９

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-180910 A 2007.7.12



初 期 周 期 変 化 率 　 　 ｃ ５ 　 　 　 ０ ． ３ ６
振 幅 変 化 率  　 　 　 　 ｃ ６ 　 　 － ０ ． ０ ２
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 波 形 状 は 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ か ら の 高 さ ｚ が 、 振 動 板 の
中 心 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 距 離 ｙ （ 言 い 換 え る と 、 短 軸 Ｙ ０ か ら の 距 離 ｘ な ら び に 長 軸 Ｘ
０ か ら の 距 離 ｙ ） を 変 数 に 含 む 余 弦 関 数 と 、 距 離 ｘ な ら び に 距 離 ｙ を 変 数 に 含 む 振 幅 関 数
を 乗 算 し た 値 で 規 定 さ れ る 形 状 で あ る 。 し た が っ て 、 短 軸 Ｙ ０ か ら の 距 離 ｘ な ら び に 長 軸
Ｘ ０ か ら の 距 離 ｙ に よ り 滑 ら か に ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 波 形 状 は 変 化 し 、 凹 凸 が 出 現 す る
。 こ の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ で は 、 短 軸 Ｙ ０ 方 向 の 波 形 状 の 凹 凸 の 間 隔 が 、 長 軸 Ｘ ０ 方 向 に
向 か う に つ れ て 漸 次 的 に 変 化 す る よ う な 独 特 な 波 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ は 、 図 １ で の ｘ 軸 方 向 の 位 置 ａ 、 ｂ 、 ｃ 、 ｄ お よ び ｅ に お け る ｙ 軸 方 向 の 断 面 形 状
を 重 ね 書 き し た 図 で あ る 。 位 置 ａ ～ ｅ は 、 長 軸 Ｘ ０ の 半 分 を 凡 そ ４ 分 割 し た 位 置
ａ （ Ｘ ＝ ０ ｍ ｍ ） 、 ｂ （ Ｘ ＝ ３ ５ ｍ ｍ ） 、 ｃ （ Ｘ ＝ ７ ０ ｍ ｍ ） 、  ｄ （ Ｘ ＝ １ ０ ５ ｍ ｍ ）
、 ｅ （ Ｘ ＝ １ ４ ０ ｍ ｍ ） で あ る 。 ｘ 軸 方 向 の 位 置 ａ で の 断 面 は 、 中 央 の 短 軸 Ｙ ０ で の 断 面
に 等 し く 、 ま た 、 Ｘ 軸 方 向 の 位 置 ｅ で の 断 面 は 、 エ ッ ジ 接 合 部 ２ の 断 面 に 等 し い 。 こ こ で
、 （ 図 示 し な い ） エ ッ ジ に 接 合 す る エ ッ ジ 接 合 部 ２ は 、 ｘ ｙ 平 面 上 に 規 定 さ れ る 仮 想 基 準
平 面 Ｐ に 含 ま れ る 平 面 か ら 構 成 さ れ て い る の で 、 ｘ 軸 方 向 の 位 置 ｅ で の 断 面 な ら び に 位 置
ａ 、 ｂ 、 ｃ お よ び ｄ に お け る ｙ 軸 の 両 端 部 で は 、 エ ッ ジ 接 合 部 ２ の 厚 み ｔ だ け が 現 れ て い
る 。 な お 、 本 実 施 例 の エ ッ ジ 接 合 部 ２ は 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ に 含 ま れ る 平 面 か ら 構 成 さ れ て
い る が 、 エ ッ ジ と の 接 合 の た め に 斜 面 か ら 形 成 さ れ て い る 場 合 に も 、 エ ッ ジ 接 合 部 ２ の 最
外 周 側 の 端 部 、 も し く は 、 振 動 板 部 ３ の 最 外 周 側 の 端 部 が 仮 想 基 準 平 面 Ｐ に 含 ま れ れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 長 軸 Ｘ ０ の 方 向 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 位 置 ａ ～ ｄ の 断 面 形 状 に 現 れ て い る よ う に 、 ス ピ
ー カ ー 振 動 板 １ の ｚ 方 向 の 高 さ ｚ （ ｘ 、 ｙ ） が 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ よ り も 低 く な る 部 分 （ ｚ
＜ ０ ） が あ り 、 い わ ば 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ が 仮 想 基 準 平 面 Ｐ を 横 切 っ て い る 。 節 線 と は
、 前 述 の 通 り 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ が こ の 仮 想 基 準 平 面 Ｐ と 交 差 す る 線 と し て 規 定 さ れ る
の で 、 こ の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に は ４ カ 所 の 節 線 が 出 現 す る 。 図 ２ に は 、 こ れ ら の 節 線 ｆ
１ ～ ｆ ４ を ｙ ｚ 平 面 に 投 影 し た 場 合 の 投 影 線 を 太 線 で 記 載 し て い る 。 な お 、 こ れ ら の 節 線
は 、 前 述 の 通 り 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ が こ の 仮 想 基 準 平 面 Ｐ と 交 差 す る 線 と し て 規 定 さ れ
る が 、 一 方 で 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 波 形 状 の 凹 凸 の 様 子 を 規 定 す る も の で あ り 、 こ れ ら
の 節 線 の 位 置 関 係 に よ っ て ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 波 形 状 の 基 本 的 形 状 が 現 さ れ る 。 こ の ス
ピ ー カ ー 振 動 板 １ で は 、 後 述 す る よ う に 、 複 数 の 節 線 ｆ １ ～ ｆ ４ は 、 長 軸 Ｘ ０ と 交 わ ら な
い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 長 軸 Ｘ ０ の 方 向 に お い て 、 位 置 ａ ～ ｅ の 断 面 形 状 に 現 れ て い る よ う に 、 こ の ス ピ
ー カ ー 振 動 板 １ は 複 数 の 稜 線 を 有 し て お り 、 こ れ ら の 稜 線 の 高 さ （ す な わ ち 、 ス ピ ー カ ー
振 動 板 １ の ｚ 方 向 の 高 さ ｚ （ ｘ 、 ｙ ） の 絶 対 値 ） が 、 位 置 ａ か ら 位 置 ｅ に 至 る に つ れ て 徐
々 に 減 少 す る 。 稜 線 は 、 い わ ば 短 軸 Ｙ ０ 方 向 の 断 面 に お い て ｙ 方 向 の 微 分 値 が ０ に な る 点
が 連 ね て 形 成 さ れ た 線 で あ り 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ が こ の 仮 想 基 準 平 面 Ｐ か ら の 距 離 が 極
大 に な る 点 を 結 ん だ 線 と し て 規 定 さ れ る 。 稜 線 は 、 波 う っ た 形 状 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 の 頂
（ な い し は 谷 底 ） を つ な い だ 仮 想 線 で あ っ て 、 こ れ ら は 平 面 視 し た ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に
複 数 現 れ る と と も に 、 文 字 通 り に 波 う っ た 形 状 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 波 形 状 を 現 し て い
る 。 図 ２ に は 、 こ れ ら の 稜 線 ｈ ０ ～ ｈ ４ を ｙ ｚ 平 面 に 投 影 し た 場 合 の 投 影 線 を 、 太 線 で そ
れ ぞ れ 記 載 し て い る 。 こ の う ち 、 稜 線 ｈ ０ は 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ に 投 影 し た 場 合 に 長 軸 Ｘ ０
上 に そ の 投 影 線 が 重 複 す る 稜 線 で あ る 。 ま た 、 複 数 の 稜 線 ｈ １ ～ ｈ ４ は 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ
に 投 影 し た 長 軸 Ｘ ０ 上 で は な い と こ ろ に 、 あ ら わ れ る 稜 線 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ は 、 ｚ 方 向 か ら 平 面 視 し た 、 す な わ ち 、 図 １ の 上 方 向 か ら 下 側 へ 見 た 場 合 に ス ピ ー
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カ ー 振 動 板 １ に 現 れ る 複 数 の 節 線 お よ び 稜 線 の 分 布 を 現 す 図 で あ る 。 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １
は 、 波 形 状 の 凹 凸 を 有 す る の で 、 も ち ろ ん 、 ｚ 方 向 か ら 平 面 視 し た 場 合 に も 複 数 の 節 線 お
よ び 稜 線 が 同 時 に 見 ら れ る の で あ る が 、 図 ３ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） で は 図 を 見 や す く す る た
め に 振 動 板 部 ３ の 凹 凸 形 状 を 省 略 し 、 図 ３ （ ａ ） に 複 数 の 節 線 ｆ １ ～ ｆ ４ を 、 図 ３ （ ｂ ）
に 複 数 の 稜 線 ｈ ０ ～ ｈ ４ を 、 そ れ ぞ れ 実 線 で あ ら わ し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ （ ａ ） に お い て 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 複 数 の 節 線 ｆ １ ～ ｆ ４ は 、 そ れ ぞ れ 枝 分 か
れ し な い 線 で あ り 、 振 動 板 の 長 軸 Ｘ ０ と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 短 軸 Ｙ ０ と 交 差 す る 。
例 え ば 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ と 交 差 す る 節 線 ｆ １ は 、 長 軸 Ｘ ０ と 非 平 行 （ つ ま り 、 長 軸 Ｘ ０ に
対 し て 斜 行 す る 。 ） な の で 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 そ の 波 形 状 の 凹 凸 の 幅 （ 例 え ば 、 ｆ
１ と ｆ ２ と の 間 の 凸 、 ｆ １ と ｆ ３ と の 間 の 凹 、 等 。 ） が 長 軸 Ｘ ０ に 沿 っ て 変 化 し て い く 波
形 状 と な る 。 ま た 、 節 線 ｆ １ と ｆ ２ は 、 長 軸 Ｘ ０ と 交 差 せ ず 、 短 軸 Ｙ ０ と 交 差 す る の で 、
長 軸 Ｘ ０ な ら び に 稜 線 ｈ ０ を 含 む 凸 形 状 が 振 動 板 部 ３ を ｘ 軸 方 向 に 全 長 Ｘ Ｌ に 渡 っ て 貫 い
て い る 。 節 線 ｆ １ と ｆ ３ 、 ｆ ２ と ｆ ４ に つ い て も 、 節 線 ｆ １ と ｆ ２ の 場 合 と 同 様 で あ る 。
さ ら に 、 節 線 ｆ １ と ｆ ２ と は 、 長 軸 Ｘ ０ に 対 し て 線 対 称 で あ り 、 短 軸 方 向 Ｙ ０ に お け る 離
間 距 離 Ｆ １ ２ が 、 短 軸 Ｙ ０ 上 で 最 も 短 く 、 長 軸 Ｘ ０ 上 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う に つ れ て
長 く な る 。 同 様 に 、 節 線 ｆ ３ と ｆ ４ と は 、 長 軸 Ｘ ０ に 対 し て 線 対 称 で あ り 、 短 軸 方 向 Ｙ ０
に お け る 離 間 距 離 Ｆ ３ ４ が 、 短 軸 Ｙ ０ 上 で 最 も 短 く 、 長 軸 Ｘ ０ 上 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か
う に つ れ て 長 く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に お い て 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 複 数 の 稜 線 ｈ ０ ～ ｈ ４ は そ れ ぞ れ 枝
分 か れ し な い 線 で あ り 、 こ れ ら の う ち １ 本 の 稜 線 ｈ ０ は 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ に 投 影 し た 場 合
に 長 軸 Ｘ ０ 上 に そ の 投 影 線 が 重 複 す る 。 一 方 、 稜 線 ｈ ０ を 除 く 他 の 複 数 の 稜 線 ｈ １ ～ ｈ ４
は 、 振 動 板 の 長 軸 Ｘ ０ と 非 平 行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 短 軸 Ｙ ０ と 交 差 す る 。 例 え ば 、 仮 想 基
準 平 面 Ｐ と 交 差 す る 稜 線 ｈ １ は 、 長 軸 Ｘ ０ と 非 平 行 （ つ ま り 、 長 軸 Ｘ ０ に 対 し て 斜 行 す る
。 ） な の で 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ は 、 そ の 波 形 状 の 凹 凸 の 幅 （ 例 え ば 、 ｈ ０ と ｈ ３ と の 間
の 凹 、 ｈ １ と ｈ ３ と の 間 の 凸 、 等 。 ） が 長 軸 Ｘ ０ に 沿 っ て 変 化 し て い く 波 形 状 と な る 。 ま
た 、 稜 線 ｈ ０ を 除 く 稜 線 ｈ １ ～ ｈ ４ は 、 長 軸 Ｘ ０ と 交 差 せ ず 、 短 軸 Ｙ ０ と 交 差 す る の で 、
稜 線 ｈ １ な ら び に ｈ ２ を そ れ ぞ れ 含 む 凹 形 状 、 稜 線 ｈ ３ な ら び に ｈ ４ を そ れ ぞ れ 含 む 凸 形
状 が 振 動 板 部 ３ を ｘ 軸 方 向 に 全 長 Ｘ Ｌ に 渡 っ て 貫 い て い る 。 さ ら に 、 稜 線 ｈ １ と ｈ ２ と は
、 長 軸 Ｘ ０ に 対 し て 線 対 称 で あ り 、 短 軸 方 向 Ｙ ０ に お け る 離 間 距 離 Ｈ １ ２ が 、 短 軸 Ｙ ０ 上
で 最 も 短 く 、 長 軸 Ｘ ０ 上 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う に つ れ て 長 く な る 。 同 様 に 、 稜 線 ｈ ３
と ｈ ４ と は 、 長 軸 Ｘ ０ に 対 し て 線 対 称 で あ り 、 短 軸 方 向 Ｙ ０ に お け る 離 間 距 離 Ｈ ３ ４ が 、
短 軸 Ｙ ０ 上 で 最 も 短 く 、 長 軸 Ｘ ０ 上 の 振 動 板 部 の 端 部 に 向 か う に つ れ て 長 く な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 例 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 波 形 状 を あ ら わ す 複 数 の 稜 線 ｈ ０ ～ ｈ ４ は 、 図
２ の 断 面 形 状 か ら も 分 か る よ う に 、 仮 想 基 準 平 面 Ｐ か ら の 高 さ ｚ の 絶 対 値 が 、 振 動 板 の 中
心 付 近 で 最 も 大 き く 、 振 動 板 の 中 心 か ら の 距 離 ｘ な ら び に 距 離 ｙ （ つ ま り 、 短 軸 Ｙ ０ か ら
の 距 離 ｘ な ら び に 長 軸 Ｘ ０ か ら の 距 離 ｙ ） が 大 き く な る に つ れ て 小 さ く な る 。 し た が っ て
、 エ ッ ジ に 接 合 す る エ ッ ジ 接 合 部 ２ 付 近 で は 、 稜 線 ｈ ０ ～ ｈ ４ の 高 さ は 低 く な っ て い て 、
滑 ら か に エ ッ ジ 接 合 部 ２ と つ な が っ て い る 。 も ち ろ ん 、 複 数 の 稜 線 ｈ ０ ～ ｈ ４ の 高 さ は 、
徐 々 に 低 く な る 場 合 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 振 動 板 の 中 心 か ら エ ッ ジ 接 合 部 ２ 付 近 ま
で の 間 に 、 一 定 で あ っ て も 良 く 、 ま た 、 高 く な っ た り 低 く な っ た り し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ （ ａ ） は 、 本 実 施 例 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ を 用 い た （ 図 示 し な い ） ス ピ ー カ ー の 軸
上 音 圧 周 波 数 特 性 を あ ら わ す グ ラ フ で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 比 較 例 と し て 、 ス ピ ー
カ ー 振 動 板 １ と 同 じ 外 形 寸 法 を も っ た 平 面 振 動 板 を 用 い た （ 図 示 し な い ） ス ピ ー カ ー の 軸
上 音 圧 周 波 数 特 性 を あ ら わ す グ ラ フ で あ る 。 軸 上 音 圧 周 波 数 特 性 は 、 広 い 周 波 数 範 囲 で 一
定 範 囲 内 に （ グ ラ フ 上 で は 平 坦 に ） な る こ と が 好 ま し く 、 ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 少 な い 方 が
再 生 音 質 に 優 れ る 。 な お 、 約 ４ ０ Ｈ ｚ 付 近 の 大 き な ピ ー ク は 、 ス ピ ー カ ー の 低 域 再 生 限 界
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周 波 数 を 定 め る 最 低 共 振 周 波 数 ｆ ０ に お い て 、 共 振 の 鋭 さ Ｑ が 大 き く て 高 い 音 圧 レ ベ ル と
し て あ ら わ れ て い る 様 子 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 人 の 音 声 の 周 波 数 帯 域 を 含 む ２ ０ ０ Ｈ ｚ ～ ２ ０ ０ ０ Ｈ ｚ の 範 囲 に お い て 、 本 実 施 例 の 図
４ （ ａ ） の 場 合 に は 、 約 ６ ｄ Ｂ の 範 囲 に ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 収 ま っ て い る の に 対 し 、 比 較
例 の 図 ４ （ ｂ ） の 場 合 に は 、 最 大 で 約 １ ０ ｄ Ｂ の 範 囲 で 周 波 数 特 性 が 乱 れ 、 特 に 約 ７ ｋ ～
８ ｋ Ｈ ｚ の ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 大 き く な っ て い る 。 本 実 施 例 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ を 用 い
れ ば 、 従 来 の 平 面 振 動 板 に 比 べ て 、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク ・ デ ィ ッ プ が 少 な く 、 再 生
音 質 に 優 れ た ス ピ ー カ ー が 実 現 さ れ る 。 本 実 施 例 の よ う な 波 形 形 状 に ス ピ ー カ ー 振 動 板 を
形 成 す る こ と に よ り 、 細 長 振 動 板 の 長 軸 方 向 の 強 度 が 向 上 し 、 さ ら に 、 短 軸 方 向 の 波 形 状
の 凹 凸 の 間 隔 が 、 長 軸 方 向 に 向 か う に つ れ て 漸 次 的 に 変 化 す る こ と で 、 長 軸 方 向 に 生 じ や
す い 分 割 共 振 の 共 振 周 波 数 を 分 散 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 振 動 板 部 ３ に は 、 音 声 信 号 電 流 が 供 給 さ れ る ボ イ ス コ イ ル
が 接 合 さ れ る が 、 こ の ボ イ ス コ イ ル は 、 波 形 状 に よ る 凹 凸 を 有 す る 振 動 板 部 ３ に は 、 上 端
部 が ほ ぼ 円 周 を 有 す る 円 筒 状 の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン に 、 振 動 板 部 ３ の 波 形 状 に よ る 凹 凸 に
対 応 し た 凸 凹 を 備 え る 加 工 を 施 し て 、 こ の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン を 介 し て 接 合 す れ ば 良 い 。
あ る い は 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ の 振 動 板 部 ３ は 、 波 形 状 に よ る 凹 凸 に 対 応 し た 凸 凹 を 備 え
る 接 合 部 材 を 樹 脂 に よ り 形 成 し 、 こ の 接 合 部 材 に 上 端 部 が ほ ぼ 円 周 を 有 す る 円 筒 状 の ボ イ
ス コ イ ル ボ ビ ン を 介 し て ボ イ ス コ イ ル を 接 合 し て も 良 い 。 も ち ろ ん 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 １
が 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 形 成 し た 振 動 板 で あ れ ば 、 そ の 振 動 板 部 ３ に 上 端 部 が ほ ぼ 円 周 を 有 す
る 円 筒 状 の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン が 勘 合 す る ボ イ ス コ イ ル 接 合 部 を 、 振 動 板 部 ３ の い わ ば 裏
面 側 に 設 け て も 良 い 。 こ の 場 合 は 、 こ の 裏 面 側 の ボ イ ス コ イ ル 接 合 部 を 除 く 振 動 板 部 ３ の
表 裏 両 面 に お い て 、 振 動 板 部 ３ は 、 上 記 の 凹 凸 を 有 す る 波 形 状 を 有 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 の ス ピ ー カ ー で は 、 ボ イ ス コ イ ル が 接 合 さ れ る 位 置 は 、 振 動 板 部 ３
の 中 央 の 一 カ 所 で あ る が 、 ボ イ ス コ イ ル の 接 合 位 置 は 、 本 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。 共 振 周
波 数 の 分 散 を 目 的 に し て 、 長 軸 Ｘ ０ と 短 軸 Ｙ ０ と の 交 点 か ら ず ら せ た 位 置 に ボ イ ス コ イ ル
を 接 合 し て も 良 い 。 ま た 、 振 動 板 部 ３ の 細 長 形 状 に 合 わ せ て 、 複 数 の ボ イ ス コ イ ル を 接 合
し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ で は 、 外 形 が ほ ぼ 長 方 形 の 細 長 形 状 振 動 板 で
あ っ た が 、 ト ラ ッ ク 型 や 楕 円 型 で あ っ て も よ く 、 そ の 複 数 の 節 線 が 、 振 動 板 の 長 軸 と 非 平
行 で 交 差 せ ず 、 か つ 、 振 動 板 の 短 軸 と 交 差 す る よ う な 波 形 状 を 備 え る 振 動 板 で あ れ ば よ い
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 振 動 板 は 、 ス ピ ー カ ー の み な ら ず 、 細 長 形 状 の 振 動 板 を 備 え る マ イ ク ロ ホ ン に
も 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に つ い て 説 明 す る 図 で あ る
。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に つ い て 説 明 す る 図 で あ る
。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ス ピ ー カ ー 振 動 板 １ に つ い て 説 明 す る 図 で あ る
。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ４ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ス ピ ー カ ー お よ び 比 較 例 の ス ピ ー カ ー の 音 圧 周
波 通 特 性 の グ ラ フ で あ る 。 （ 実 施 例 １ 、 比 較 例 ）
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ４ ７ 】
１ 　 　 　 　 　 　 ス ピ ー カ ー 振 動 板
２ 　 　 　 　 　 　 エ ッ ジ 接 合 部
３ 　 　 　 　 　 　 振 動 板 部
ｆ １ ～ ｆ ４ 　 　 節 線
ｈ ０ ～ ｈ ４ 　 　 稜 線

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 １ 】
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